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1la-1 住まいの適切な手入れに関する研究（第８報）

　　　　　　　　　一最近の消費者相談の解析一一一一

　　　　　　　　花王生活科学研　○柴田久美子　中川雄之介　重弘文子

［目的］家屋や住設機器，生活者の意識や行動等の住生活をとりまく環境は，様々に変化

　している。このような変化に対して「住まいの手入れ」に関わる行動がどのように変化

　してきたか，また，どのような疑問が持たれているのか等を明らかにすることを目的と

　して，最近の消費者相談内容の解析を行った。

［方法］19 9 1年１年間に，花王生活科学研究所の消費者相談室によせられた相談の中

　で，住まいの手入れに関わる相談約2300件の内容を，汚れや洗剤，対象物（材質）

　等で分類し解析を行った。

　また. 5年前に解析した結果≫）と比較検討を行った。

［結果］①相談の内容は，大きくは「洗剤の性能や使い方」，「汚れの落とし方」，「対

象物や材質への影響」に関するものに分類される。これは５年前の傾向とほぼ同じであ

る。②場所別では，台所，浴室・洗面所での相談が特に多い。③相談の多い汚れは，カ

ビ，油汚れ，黒ずみ等である。汚れの種類は同じでも，汚れがつ＜対象物やその材質が

変化してきている。

住居形態，生活スタイルの変化に即した手入れ方法を検討していくことが大切である。

　　　　　＊）日本家政学会第3 9回研究発表要旨　P 1 9 4（19 8 7年）

1la-2　　　トイレ付き浴室内の空中浮遊菌

　　　　　　　　東京家政学院大家政　　　○今城さえ子　　別府道子　　片平理子

　【目的】日本の住宅事情の変化によりﾄれ付き浴室（ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽﾀｲﾌﾟ）の利用の機会が増えて

いる。しかしﾄ胎と浴室は別々の方が望ましいという声が多く。水洗中に便器中から周辺へ

細菌の放散があることを、我々は昨年の本大会で既に報告した。本実験では空中浮遊菌を

中心にﾄｲﾚ付き浴室の衛生性について検討した。

　【方法】（１）冬期に実際の使用状態にあるﾜﾝﾙｰﾑﾀｲﾌﾟの住宅４軒の玄関、ﾄ利ﾉ付き浴室、

居間の空気中の微生物汚染度をｴｱｰｻﾝﾌﾟﾗｰ（SAS、日本ｾﾞﾈﾗﾙ社）を使って調べた。捕集した

菌を常法により純粋分離し、ｸﾞﾗﾑﾑ染色と細菌の形態から４分類し。ｸﾞﾗﾑ陰性樺菌（以下

－Ｒとする）についてはEMB培地で大腸菌群の確定試験をした。（2）拭き取り法により便

器の下、排水口、浴槽の縁の付着細菌を採取、計数し、同様に分類した。（3）洋式ﾄ/の

*'ｳﾙを大腸菌培養液で人工汚染し、水洗時に空中に放散する細菌を17-ｻﾝﾌﾟ7-で検出した。

　【結果】（１）ﾄ仙付き浴室内の空中浮遊一般細菌は。採取日及び各家によりばらつきがみ

られたが、30～300c. f.u.／m^の範囲で検出され。玄関、居間に比べてやや低かった。ﾄｲ

V付き浴室と他の場所の浮遊菌数の間には相関はなかった。何れの場所でも皮膚由来と推測

されるｸﾞﾗﾑ陽性球菌が大半を占め、ﾄ和付き浴室の浮遊菌から糞便由来と推測される－■pの

検出頻度は低かった。（２）付着細菌数は102～10^ c.f.u.／cm2の範囲で、便器の下、排

水口が浴槽の縁に比べ高く。浮遊菌に比ベーＲの検出割合は高かったが。確定試験で陰性

となった。（３）人工汚染実験の結果。水洗時に空気中に少量ながら放散した菌が認めら

れたが。人体には特に問題にならない菌量と考えられた。
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